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２０２０年全国食中毒発生状況について 

２０２０年（１月から１２月まで）に全国で発生した食中毒の発生状況を説明いたします。それによると事件発生数は８８７件、

20１９年に比べて１７４件の大幅な減少、患者数は１４，６１３人(死亡者３人)で患者数は逆に２０１９年に比べて１，５９５人増と

いう結果になりました。それでは結果を下表の病因物質別の事件数・患者数と４位の死亡者３人の内容をみてみましょう。 

死亡者の３人は、植物性毒（グロリオサ：有毒物質[アルカロイド]と毒キノコ：種類不明）によるものが各１人と動物性毒(フグ:

有毒物質[テトロドトキシン])によるものが１人でした。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

概評：ノロウイルスは病原物質として１９９８年に食中毒統計に載るようになって２３年を経過しましたが、昨年は最少の事件数と患者

数で済むことが出来ました。この大きな要因に今、世界を震撼させている新型コロナウイルスの予防対策として行われている手洗い、

マスク着用、そして三密を避けた人の交流等が考えられます。カンピロバクタ―もこの２０年間で見ると初めて２００件以下の発生件数

と１，０００人を切る患者数で済みました。原因施設は例年、主に飲食店で変わりがないことから、外食に出掛ける機会が減ったことが

要因だと窺えます。さらに腸管出血性大腸菌(ⅤＴ産生)についてもこの２０年間、最少の発生件数と患者数で済んだことが特徴です。

しかしその他の病原大腸菌による食中毒は、例年のような発生件数である６件に留まりながら患者数２，９５８人(海藻サラダ)、同２，５

４８人(仕出し弁当)、同３７８人(チャーシュウ等)、同263人(給食弁当)と同118人(春雨中華サラダ等)の大型食中毒事件が夏に連続

し、総計で６，２８４人(全患者数の４３％を占める)もの患者数になってしまいました。その他の病原大腸菌は、健康な人や動物に広く定

着している細菌であることから、この面でもより丁寧な手洗いが求められるところです。 

引き続き、食中毒の予防には次の４原則を守っていきましょう。  

 

 

 

 

 

順位 病因物質(食中毒名) 事件数 患者数 

１位 アニサキス 3８６ 3９６ 

２位 カンピロバクター １８２ ９０１ 

３位 ノロウイルス ９９ ３,６６０ 

 

４位 

自然毒 

(植物性)２人死亡 

(動物性)１人死亡 

８４ 

(４９) 

(３５) 

１９２ 

(１２７) 

(６５) 

５位 サルモネラ属菌 ３３ ８６１ 

６位 ウエルシュ菌 ２３ １，２８８ 

７位 黄色ブドウ球菌 ２１ ２６０ 

８位 化学物質 １６ 234 

９位 不明 １５ ３５１ 

１０位 クドア(寄生虫) ９ ８８ 

１１位 その他の病原大腸菌 ６ ６，２８４ 

１２位 腸管出血性大腸菌(ＶＴ) ５ 30 

１３位 その他 ３ 19 

１４位 その他のウイルス ２ 41 

１５位 セレウス菌 １ 4 

１５位 腸炎ビブリオ 1 3 

１５位 その他の細菌 1 1 

参考:グロリオサ（イヌサフラン科）の花と有毒な根の部分  

これまで２００３年に高知県、２００７年に静岡県で各１人の死亡例あり 

 

の部分 

 

 

 

参考:フグ（本事件の種類は不明） 

例：手洗いの徹底 

A つけない B 増やさない 

例：低温で保存 例：十分に加熱 

C やっつける 

例：医療機関での受診 

D 持ち込まない 


